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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 飼料イネの湛水直播栽培において、家畜堆きゅう肥や牛尿を利用し化学肥料の窒素成分を代替す
ることで資源循環型の粗飼料生産ができる。 

(1) 飼料イネ湛水直播栽培において、基肥として牛ふん豚ふん混合堆肥を現物で300～360kg/ａ（全
窒素量で2kg/ａ）耕起前に施用し、追肥を施用することによって、全量化学肥料を施用した場合と
同等の収量が得られ、化学肥料の窒素で0.4～0.6kg/aの代替効果が得られた。

(2) 基肥として牛尿を全窒素で0.2～0.8kg/a耕起前に施用し、相当量の化学肥料を減量したところ、
化学肥料のみを施用した場合とほぼ同等の乾物収量を得ることができ、牛尿でも化学肥料の窒
素代替効果が期待できた。

(3) 牛尿により全窒素で0.4kg/aを追肥（幼穂形成期から穂孕期に0.2kg/a２回）し、化学肥料による追
肥とほぼ同等の収量が得られ、追肥においても化学肥料の窒素代替効果が期待できた。

(4) 堆きゅう肥連用３年目の跡地土壌中では可吸態窒素含量が増加し、地力向上がみられた。

２期待される効果

 家畜堆きゅう肥や牛尿を有効活用し、資源循環型の自給飼料生産が確立できる。 

３適用範囲

 県内一円（飼料イネ生産に取り組む地域）

４普及上の留意点

(1) 本成果は耐倒伏性、直播適性に優れた「ふくひびき」の湛水土中条播により得られたものであ
る。また、2004年で堆きゅう肥、牛尿の連用３年目である。 

(2) 本試験で施用した堆きゅう肥は、牛ふんと豚ふんの乾物推定混合割合が約２：１で４カ月程度堆
積切り返しを行ったものである。

(3) 牛尿は、液量に対し50倍量程度のばっ気処理（例；１ｔ当たり２ｍ３/hr×24hr）により臭気低減を図
り（ふん尿臭からタール臭に変化、濃緑色から赤茶色に変化）、大腸菌群への対応策として２週
間以上貯留したものを施用することとするが、周囲の状況により問題の起こらない圃場で実施す
る。  

(4)
堆きゅう肥や牛尿の施用により、苗立ち率が劣ることがあるが、上記の施用量では実用上問題の
ない範囲である。

(5)
堆きゅう肥及び牛尿の施用量は、成分分析を行い決定する。堆きゅう肥の場合、地力に応じて化
学肥料により基肥窒素を補完する。
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